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には「実行委員制度」が必要となり、更にこれを実行する
ためには小学校１年生から小学校６年生までの息の長い教
育活動が必要となる。北条小学校では、正規のカリキュラ
ム以外のhidden curriculum としてこれが存在するわけ
である。effective school の組織の全容を明らかにするに
は、このような連鎖関係の解明を根気強く行っていかなけ
ればならない。
　一方で、このような組織を維持する教員の資質を高める
要素として、北条小学校においては「学年会」とよばれる
組織が週１回年間を通じて実行されており、このシステム
は図１において表現されている。
　このように、１．～３．の一連の研究から見えてきてい
る姿は、1970～1990年代に盛んに討議されたeffective 
school（効果のある学校）モデルと類似しているように見
える。より現実的でシステム論的な新しい型で提言される
effective schoolモデルは、これに現在別の研究プロジェ
クトで検討されているSNSを利用した新しい授業研究モ
デルを付加することによって、より包括的な、かつ教育工
学的なeffective schoolモデルを提言することになる。
図１　北条小学校の循環型学校教育システム
